
熊
野
の
神
域
を
詠
む
和
歌

五
三

一
、
は
じ
め
に

　

後
鳥
羽
院
は
、
承
久
の
乱
で
配
所
に
赴
く
以
前
、
譲
位
後
一
三
年
に
わ
た
っ
て

熊
野
御
幸
に
熱
中
し
、
特
に
初
期
に
は
、
熊
野
三
山
だ
け
で
な
く
、
御
幸
途
次
の

王
子
社
に
奉
納
す
る
歌
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇

一
）
一
〇
月
五
日
に
出
立
し
、
同
二
六
日
に
還
御
し
た
第
四
度
御
幸
は
、
七
月
の

和
歌
所
設
置
と
一
一
月
の
『
新
古
今
集
』
の
撰
集
下
命
と
の
間
に
行
な
わ
れ
て
お

り
、
御
幸
で
は
熊
野
の
神
に
撰
集
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
新
古
今
集
』
の
神
祇
歌
に
は
、
後
鳥
羽
院
自
身
が
熊
野
御
幸
に
お
い
て
詠
歌
し
た

歌
二
首
を
含
む
熊
野
関
係
歌
が
六
首
（
一
九
〇
六
～
一
九
一
一
）
並
ん
で
配
列
さ

れ
る
他
、
熊
野
の
神
の
託
宣
歌
が
二
首
（
一
八
五
九・

一
八
六
〇
）、
雑
下
部
に
熊

野
権
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
と
と
れ
る
西
行
歌
（
一
八
四
四
）、
羈
旅
歌

巻
末
に
や
は
り
院
の
熊
野
御
幸
途
次
の
歌
（
九
八
九
）
な
ど
が
入
集
し
、
熊
野
の

神
は
か
な
り
目
立
っ
た
扱
い
を
さ
れ
て
い
る（
１
）。

　

近
年
、
こ
の
第
四
度
御
幸
に
供
奉
し
た
藤
原
定
家
の
『
熊
野
御
幸
記
』（
以
下

『
御
幸
記
』）
の
詳
細
な
注
釈
書
で
あ
る
『
国
宝
熊
野
御
幸
記（
２
）』

が
刊
行
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
、
御
幸
の
実
態
が
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
な
り
、
大
き
く
研
究

が
進
展
し
た
。
稿
者
も
そ
の
驥
尾
に
付
し
て
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野
御
幸
の
奉
納
和

歌
会
に
つ
い
て
、『
御
幸
記
』
を
主
な
資
料
と
し
て
、
院
が
熱
心
に
奉
納
和
歌
に
取

り
組
ん
だ
背
景
を
考
察
し
、
極
め
て
不
十
分
な
が
ら
法
楽
和
歌
の
史
的
展
開
の
中

に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る（
３
）。

し
か
し
、
そ
の
際
、
和
歌
の
内
容

的
な
検
討
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
前
稿
を
受
け
て
、
建
仁
元
年
の
熊

野
御
幸
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
歌
題
が
設
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
和
歌

が
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
定
家
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

　

以
下
、
具
体
的
な
和
歌
の
検
討
に
入
る
前
に
、
二
点
ほ
ど
確
認
を
し
て
お
き
た

い
。

熊
野
の
神
域
を
詠
む
和
歌

―
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
を
め
ぐ
っ
て

―

渡
　
邉
　
裕
美
子
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１
、
熊
野
御
幸
時
の
「
当
座
」
歌
会
の
様
相

　

現
在
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野
御
幸
の
歌
会
の
和
歌
が
多
く
知
ら
れ
る
の
は
、
第
三

度
御
幸
で
あ
る
正
治
二
年
時
と
第
四
度
の
建
仁
元
年
時
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
す

べ
て
の
歌
題
と
出
題
の
経
緯
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
論
文

が
あ
り
、『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』（
前
掲
）
に
詳
細
な
一
覧
が
付
さ
れ
（
付
表
二
）、

前
述
の
拙
稿
で
も
建
仁
元
年
時
の
歌
会
の
一
覧
を
掲
げ
て
い
る
が
、
論
述
の
都
合

上
、
以
下
に
歌
題
を
加
え
て
再
掲
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
〔
日
付
〕	

〔
披
講
場
所
〕	〔
奉
納
先
〕	

〔
歌
題
〕

①	　

六
日	

住
江
殿	

【
住
吉
社
】	
寄
社
祝　
　

初
冬
霜　
　

暮
松
風

②	　

七
日	

厩
戸
王
子	

〔
樫
井
王
子
〕	
暁
初
雪　
　

山
路
月

③	　

九
日	

湯
浅
御
宿	

〔
藤
代
王
子
〕	

深
山
紅
葉　

海
辺
冬
月

④	

一
一
日	

切
部
御
所	

〔
切
部
王
子
〕	

羇
中
聞
波　

野
径
月
明

⑤	

一
三
日	

滝
尻
御
所	

〔
稲
葉
根
王
子
〕	

河
辺
落
葉　

旅
宿
冬
月

⑥	

一
四
日	

近
露
御
所	

〔
滝
尻
王
子
〕	

峯
月
照
松　

浜
月
似
雪

⑦	

一
六
日	

本
宮
御
所	

〔
発
心
門
王
子
〕	

遠
近
落
葉　

暮
聞
河
波

⑧	　

同	

　

同	

【
本
宮
】	

寄
社
祝　
　

河
千
鳥　
　

山
家
月

⑨	

一
八
日	

新
宮
御
所	

【
新
宮
】	

海
辺
残
月　

庭
上
冬
菊　

暁
聞
竹
風

⑩	

一
九
日	

那
智
御
所	

〔
阿
須
賀
王
子
〕	

羇
中
霰　
　

夕
神
楽

⑪	　

同	

　

同	

【
那
智
】	

深
山
風　
　

滝
間
月　
　

寺
落
葉

　

こ
の
全
一
一
回
（
九
日
間
）
の
歌
会
に
お
け
る
出
題
の
さ
れ
方
と
詠
歌
、
歌
会

の
開
催
の
関
係
に
つ
い
て
、『
御
幸
記
』
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
く
と
、
最
初
の
歌

会
と
な
っ
た
①
住
吉
社
奉
納
分
に
つ
い
て
は
、
歌
会
前
日
の
一
〇
月
五
日
の
夜
に

題
が
定
家
の
許
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
御
幸
の
歌
会
で
前
日
に
歌

題
が
提
示
さ
れ
た
の
は
、
住
吉
社
奉
納
分
の
一
回
の
み
で
、
そ
の
後
の
歌
会
で
は
、

当
日
、
そ
の
日
の
宿
営
地
に
到
着
後
、
院
の
宿
泊
す
る
御
所
と
は
別
に
用
意
さ
れ

た
定
家
個
人
の
宿
所
に
歌
題
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
時
間
は
④
一
一
日
は

夕
方
、
⑤
一
三
日
は
使
者
の
到
着
が
遅
れ
て
夜
、
⑥
一
四
日
は
昼
と
ま
ち
ま
ち
だ

が
、
定
家
は
い
ず
れ
の
場
合
も
す
ぐ
に
和
歌
を
詠
ん
で
、
院
御
所
に
持
参
し
て
い

る
。
歌
会
開
始
は
日
が
暮
れ
て
か
ら
で
、
戌
時
頃
に
始
ま
り
（
一
一
日
）
亥
時
頃

ま
で
（
一
四
日
）、
約
二
、
三
時
間
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
六
日
の
本
宮
や
一

九
日
の
新
宮
で
の
歌
会
は
、
開
始
時
間
が
既
に
「
深
更
」（
深
夜
）
に
及
ん
で
い

る
。

　

こ
の
う
ち
②
七
日
の
詠
歌
に
は
「
入
夜
二
首
当
座（
４
）」、
③
九
日
の
詠
歌
に
は
「
今

日
又
二
首
当
座
」
と
定
家
に
よ
り
首
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
言
っ
て
、

当
座
の
会
は
、
即
興
性
が
強
く
、
兼
題
の
歌
合
や
歌
会
の
後
に
興
が
つ
き
な
い
場

合
や
、
あ
る
い
は
他
の
儀
式
な
ど
の
余
興
な
ど
と
し
て
、
歌
人
が
一
同
に
会
し
て

い
る
そ
の
場
で
歌
題
が
提
示
さ
れ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
熊
野
御
幸
の
「
当

座
」
歌
会
の
場
合
、
歌
題
の
提
示
か
ら
歌
会
開
始
ま
で
数
時
間
は
経
っ
て
い
る
。

ま
た
、
定
家
の
場
合
、
歌
題
は
個
別
に
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
題
の

提
示
の
さ
れ
方
は
、
旅
中
で
あ
る
か
ら
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
の
だ
が
、
通
常
の

当
座
歌
会
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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２
、
詠
歌
環
境

　

熊
野
の
旅
で
体
験
す
る
自
然
が
歌
人
た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
と
い
う
こ

と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
旅
が
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
も
周
知
で
あ
ろ
う
。
定
家
は
供
奉
の
旅
に
出
発
し
て
二
日
目
の
六
日
の
①
住
吉

社
奉
納
歌
会
の
際
に
は
、
自
身
の
歌
三
首
の
他
に
後
鳥
羽
院
の
歌
一
首
を
記
し
て
、

「
感
歎
之
思
難
禁
、
定
有
神
感
歟
、
今
遇
此
時
拝
此
社
、
一
身
之
幸
也
」
と
感
激
を

記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
を
逐
っ
て
厳
し
く
な
る
日
中
の
「
道
崔
嵬
、
殆
有
恐
」

（
九
日
条
）、「
峻
嶮
岨
昇
」（
同
日
条
）、「
崔
嵬
陂
地
、
目
眩
転
、
魂
恍
々
」（
一
四

日
条
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
道
程
や
、

病
気
不
快
、
寒
風
吹
枕
（
一
一
日
条
）

去
夜
、
寒
風
吹
枕
、
咳
病
忽
発
、
心
神
甚
悩
、
此
宿
所
又
以
荒
々
（
一
二
日
条
）

不
思
議
奇
異
小
屋
也
、
寒
嵐
甚
難
堪
（
一
三
日
条
）

心
神
如
無
、
殆
難
遂
前
途
、
腹
病
、
痟
𤸎
等
競
合
（
一
六
日
条
）

自
暁
不
食
、
無
力
極
無
術
（
一
九
日
条
）

窮
屈
病
気
之
間
、
毎
時
如
夢
（
同
）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
み
す
ぼ
ら
し
く
、
充
分
身
体
を
休
め
ら
れ
な
い
宿
所
で
体

調
を
崩
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
毎
晩
の
よ
う
に
深
夜
に
及
ぶ
歌
会
に
参
加
し
、

講
師
ま
で
務
め
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
座
興
的
な
当
座

歌
会
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
旅
中
の
風
趣
に
遊
ぶ
よ
う
な
余
裕
の
あ
る
も
の
で
は

な
い
。
定
家
が
「
窮
屈
之
間
、
沈
思
不
叶
」（
五
日
条
）、「
詠
吟
窮
屈
之
間
、
甚
無

術
」（
九
日
条
）
の
よ
う
に
歎
く
の
は
、
熊
野
御
幸
の
歌
会
に
限
ら
な
い（
５
）の

で
、
そ

の
点
は
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
ま
で
厳
し
い

環
境
で
詠
歌
す
る
こ
と
は
都
で
は
な
い
。
定
家
は
、
七
日
の
②
樫
井
王
子
へ
の
奉

納
歌
に
つ
い
て
「
希
有
々
々
」
と
否
定
的
な
評
価
を
記
し
、
さ
ら
に
一
六
日
の
⑦

発
心
門
王
子
と
⑧
本
宮
に
奉
納
す
る
二
座
の
歌
会
詠
に
つ
い
て
も
、「
歌
凡
非
尋

常
、
希
有
、
不
思
議
」
と
記
し
、
自
身
の
詠
歌
に
ま
っ
た
く
納
得
が
い
か
な
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る（
６
）。

定
家
の
場
合
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
か
な
り

追
い
込
ま
れ
た
中
で
、
神
に
捧
げ
る
和
歌
を
詠
み
続
け
て
い
る
こ
と
を
、
今
さ
ら

で
は
あ
る
が
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二
、
歌
題
設
定

　

熊
野
御
幸
の
歌
会
の
歌
題
に
つ
い
て
は
、
𠮷
野
朋
美（
７
）や
兼
築
信
行（
８
）の
詳
細
な
検

討
が
あ
る
。
本
稿
で
も
改
め
て
検
討
し
て
お
き
い
。

１
、
歌
会
形
式

　

𠮷
野
は
、
前
掲
し
た
歌
題
は
後
鳥
羽
院
の
志
向
を
反
映
し
て
、
院
周
辺
で
設
定

さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
歌
会
ご
と
に
設
題
数
を
見
て
み
る
と
、

多
く
が
二
首
歌
会
で
あ
る
中
、
住
吉
社
と
熊
野
三
山
で
は
三
首
歌
会
が
開
か
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
兼
築
は
、「
二
首
会
が
献
詠
さ
れ
る
王
子
よ

り
も
高
い
格
式
が
与
え
ら
れ
て
い
た（
９
）」
と
指
摘
す
る
。
加
え
て
言
え
ば
、
特
に
神

を
強
く
意
識
し
た
「
寄
社
祝
」
題
（
前
節
一
覧
太
字
部
分
）
が
、
①
住
吉
社
と
⑧

本
宮
だ
け
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
寄
社
祝
」
題
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は
、
祭
神
が
異
な
る
住
吉
社
を
除
け
ば
、
参
詣
途
次
の
王
子
で
設
定
さ
れ
て
い
な

い
だ
け
で
な
く
、
三
山
で
も
本
宮
で
し
か
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
王
子

は
御
子
神
で
あ
り
、
熊
野
三
山
が
そ
れ
ぞ
れ
の
神
を
祀
り
あ
う
関
係
に
あ
る
と
い

う
こ
と
、
つ
ま
り
、
神
と
し
て
は
こ
れ
ら
は
一
体
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
た
か
ら
な

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
歌
題
の
内
容

　
「
寄
社
祝
」
題
以
外
の
歌
題
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
結
題
で
、「
そ
の
季
節
に
か

な
っ
た
設
定
」
で
、「
多
く
の
題
に
は
歌
会
の
催
さ
れ
た
王
子
社
、
そ
の
周
辺
の
風

景
に
近
い
景
物
が
設
定
」
さ
れ
て
い
る
と
𠮷
野
論
が
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
平
安
末
期
の
社
頭
歌
合
で
あ
る
道
因
勧
進
『
住

吉
社
歌
合
』
と
『
広
田
社
歌
合
』
を
検
討
し
た
安
井
重
雄
の
指
摘
で
あ
る
）
（1
（

。
嘉
応

二
年
（
一
一
七
〇
）
開
催
の
前
者
の
歌
題
は
「
社
頭
月
」「
旅
宿
時
雨
」「
述
懐
」、

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
開
催
の
後
者
は
「
社
頭
雪
」「
海
上
眺
望
」「
述
懐
」
と

い
う
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
安
井
は
、「
社
頭
及
び
神
を
強
く
意
識
し
た

設
題
」
で
、
従
来
の
社
頭
歌
合
に
は
な
か
っ
た
傾
向
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
両
歌

合
の
各
三
題
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
歌
枕
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
住
吉
社・

広
田

社
の
周
辺
の
地
名
で
あ
り
、『
住
吉
社
歌
合
』
の
「
旅
宿
時
雨
」
題
で
は
、
詠
作
主

体
が
住
吉
社
に
向
か
っ
て
旅
し
て
目
に
す
る
景
が
詠
み
込
ま
れ
、『
広
田
社
歌
合
』

の
「
海
上
眺
望
」
題
で
は
、
詠
作
主
体
が
広
田
社
の
御
前
の
岸
に
い
る
と
い
う
設

定
で
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
両
歌
合
で
、
出
詠
者
個
々
の
私
的
な
祈
願
を

込
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
述
懐
」
題
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
熊
野
御
幸
に
お

け
る
歌
会
で
は
設
定
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
二
題
に
つ
い
て
は
熊
野
御
幸
歌

会
の
設
題
と
の
関
係
を
問
う
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

熊
野
御
幸
の
場
合
は
、
本
宮
に
「
寄
社
祝
」
題
で
神
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
ま

で
の
間
、
長
い
道
の
り
の
参
詣
路
の
景
を
詠
む
た
め
の
歌
題
が
続
き
、
本
宮
で
神

に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
と
、
三
山
周
遊
の
景
が
詠
ま
れ
る
よ
う
な
歌
題
設
定
に
な
っ

て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
道
因
勧
進
の
両
歌
合
の
出
詠
者
た
ち
は
、
実
際
に

旅
を
し
な
が
ら
出
詠
歌
を
詠
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

参
詣
路
や
熊
野
三
山
と
い
う
現
地
で
歌
会
が
開
か
れ
て
る
熊
野
御
幸
の
歌
会
と
ま
っ

た
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
熊
野
の
神
へ
の
奉
納
歌
会
で
、
こ

う
し
た
季
節
や
詠
歌
の
場
を
意
識
し
た
歌
題
が
設
題
さ
れ
る
下
地
は
、
平
安
後
期

の
社
頭
歌
合
の
展
開
の
中
で
準
備
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
題
詠
の

虚
構
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
た
聖
地
参
詣
の
旅
が
、
身
体
的
な
活
動
を
伴
う
現
実

の
旅
と
な
り
）
（（
（

、
神
の
ま
し
ま
す
現
地
で
奉
納
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
建
仁
元
年
度
の
熊
野
御
幸
の
歌
題
で
は
、「
深
山
」「
風
」「
月
」「
落
葉
」

や
、
そ
れ
ら
に
近
似
し
た
素
材
が
、
繰
り
返
し
組
み
合
わ
さ
れ
て
出
題
さ
れ
て
い

る
と
兼
築
信
行
は
指
摘
す
る
）
（1
（

。
こ
の
う
ち
「
風
」「
月
」「
落
葉
」
は
「
季
節
的
景

趣
」
と
い
う
要
素
で
あ
り
、「
深
山
」
は
那
智
で
あ
れ
ば
那
智
山
を
指
す
と
い
う
そ

の
地
に
密
着
し
た
要
素
で
、
そ
の
二
つ
が
配
合
さ
れ
て
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
月
」
と
「
風
」
で
あ
る
。「
月
」
の
出

現
率
は
他
の
景
物
の
比
で
は
な
く
、
一
一
度
の
歌
会
の
う
ち
八
度
（
②
③
④
⑤
⑥
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⑧
⑨
⑪
）、
歌
題
数
に
し
て
二
九
題
中
九
題
に
含
ま
れ
る
。
中
で
も
⑧
本
宮・

⑨
新

宮・
⑪
那
智
の
三
山
す
べ
て
の
奉
納
歌
会
で
設
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
は
熊

野
の
山
内
と
考
え
ら
れ
て
い
た
⑥
滝
尻
王
子
に
奉
納
さ
れ
た
二
首
歌
会
で
は
二
題

と
も
に
「
月
」
を
含
む
。「
風
」
は
「
月
」
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
三
題
（
①
⑨
⑪
）

に
含
ま
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
う
ち
二
題
は
⑨
新
宮
と
⑪
那
智
で
、
も
う
一

題
は
①
住
吉
社
へ
の
奉
納
歌
会
の
歌
題
で
あ
る
。
そ
の
他
、
詠
歌
の
残
る
定
家
の

⑦
「
遠
近
落
葉
」
題
、
⑪
「
寺
落
葉
」
題
で
は
、
い
ず
れ
も
「
木
枯
し
」
が
詠
ま

れ
、
院
の
「
寺
落
葉
」
題
で
は
「
嵐
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
実
際
の
詠
歌
の
景
物

と
し
て
は
歌
題
数
以
上
に
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　

神
祇
歌
の
歴
史
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、「
月
」
や
「
風
」
は
単
な
る

季
節
の
景
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。「
月
」
に
つ
い
て
は
、
頻
繁
に
題
に
用
い
ら
れ

る
建
仁
元
年
度
に
比
較
し
て
、
正
治
二
年
の
第
三
度
御
幸
の
折
に
は
、
ほ
と
ん
ど

用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
兼
築
論
が
指
摘
し
て
い
る
）
（1
（

。
次
節
で
検
討
す
る
よ
う

に
、
こ
の
時
代
の
神
祇
歌
に
お
い
て
「
月
」
は
神
の
顕
現
を
表
現
す
る
重
要
な
歌

材
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
正
治
二
年
の
時
点
で
は
、
設
題
に
お
い
て
、
そ
れ
が

意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
神
祇
歌
へ

の
院
の
理
解
が
急
速
に
深
ま
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前

稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
後
鳥
羽
院
は
第
三
度
御
幸
還
御
後
、
第
四
度
御
幸
に
出
立

す
る
間
に
、「
内
宮
百
首
」「
外
宮
百
首
」
と
い
う
院
個
人
の
営
み
と
し
て
は
初
め

て
の
奉
納
百
首
歌
を
完
成
し
て
、
伊
勢
神
宮
に
奉
納
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、

も
う
少
し
丁
寧
な
論
証
が
必
要
な
の
で
、
い
ま
は
推
測
を
述
べ
る
に
止
め
る
が
、

熊
野
御
幸
歌
会
の
歌
題
設
定
に
つ
い
て
は
通
常
の
題
詠
の
観
点
か
ら
で
は
説
明
で

き
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
次
節
以
下
、
建
仁
元
年
の
熊
野
御
幸
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
、
定
家
が
三
山
に
奉
納
し
た
歌
を
中
心
に
検
討
し
て
い
こ

う
。

三
、
熊
野
の
神
域
に
照
る
「
月
」

　

平
田
英
夫
は
、
神
祇
歌
で
詠
ま
れ
る
「
月
」
の
詠
作
史
を
た
ど
り
、「
院
政
期
以

降
の
急
速
な
本
地
垂
迹
説
を
基
盤
に
し
た
神
と
仏
に
よ
る
中
世
の
世
界
観
の
確
立

と
い
う
社
会
及
び
宗
教
情
勢
の
中
で
」「
神
鏡
や
鏡
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
負
い
、
神

の
顕
現
を
告
げ
、
仏
の
世
界
に
も
繋
が
っ
て
い
た
神
域
の
月
は
、
神
秘
的
な
時
代

独
特
の
社
の
風
景
を
捉
え
つ
つ
、
宮
曼
荼
羅
な
ど
の
他
の
信
仰
媒
体
と
も
交
渉
し

な
が
ら
、
神
祇
歌
創
作
の
中
心
的
歌
材
と
し
て
詠
作
さ
れ
て
い
く
」
と
結
論
し
て

い
る
）
（1
（

。
そ
の
他
、
平
田
論
に
は
示
唆
的
で
重
要
な
指
摘
が
多
い
が
、
以
下
、
具
体

的
に
定
家
の
歌
を
検
討
し
な
が
ら
、
必
要
な
箇
所
で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

定
家
の
詠
歌
の
う
ち
「
月
」
を
含
む
歌
題
の
熊
野
三
山
奉
納
歌
を
『
拾
遺
愚
草
』

か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。（
な
お
、
本
宮・

新
宮・

那
智
へ
の
奉
納
歌
は
、『
御
幸
記
』

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
熊
野
懐
紙
は
那
智
の
も
の
が
四
種
伝
存
し
、

資
料
性
に
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
原
懐
紙
の
本
文
が
あ
る
程
度
書
承
さ
れ
て
い
る

と
兼
築
信
行
が
指
摘
す
る
）
（1
（

。
以
下
に
挙
げ
る
歌
に
つ
い
て
は
家
集
と
懐
紙
に
本
文

異
同
は
な
い
。）
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（
本
宮
）
山
家
月

み
山
木
の
か
げ
よ
り
外
に
く
ま
も
な
し
あ
ら
し
に
す
て
し
か
り
庵
の
月

	

（
二
九
〇
八
）

　
　
（
新
宮
）
海
辺
残
月

わ
た
つ
海
も
ひ
と
つ
に
み
ゆ
る
あ
ま
の
と
の
あ
く
る
も
わ
か
ず
す
め
る
月
か
げ

	

（
二
九
〇
九
）

　
　
（
那
智
）
滝
間
月

や
は
ら
ぐ
る
光
そ
ふ
ら
し
滝
の
い
と
の
よ
る
と
も
み
え
ず
や
ど
る
月
影

	

（
二
九
一
三
）

　

一
首
目
は
山
間
地
に
あ
る
本
宮
の
神
域
を
照
ら
す
「
月
」
を
詠
む
。
本
宮
は
か

つ
て
熊
野
川
と
音
無
川
の
中
州
の
大お
お

斎ゆ
の

原は
ら

に
鎮
座
し
た
。
山
間
を
流
れ
る
川
の
中

州
は
、
夜
に
な
れ
ば
、
周
囲
に
深
山
木
が
黒
々
と
そ
び
え
立
つ
。
そ
こ
に
嵐
に
よ
っ

て
う
ち
捨
て
ら
れ
た
仮
庵
が
あ
り
、
そ
の
上
空
に
一
点
の
曇
り
も
無
い
月
が
澄
ん

で
い
る
景
で
あ
る
。「
月
」
と
「
嵐
」
と
山
の
「
庵
」
を
取
り
合
わ
せ
る
歌
と
し
て

は
、
熊
野
御
幸
に
出
立
す
る
直
前
の
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
『
撰
歌
合
』
で
「
古

寺
残
月
」
題
で
詠
ま
れ
た
俊
成
の
歌
、

又
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
の
ふ
も
と
寺
杉
の
い
ほ
り
に
あ
り
あ
け
の
月
（
五
一
）

が
あ
る
。
こ
の
俊
成
歌
で
「
あ
ら
し
」
は
、「（
た
ぐ
ひ
）
あ
ら
じ
」
と
「
嵐
」
の

掛
詞
で
、「
嵐
」
は
景
物
で
あ
る
と
同
時
に
、「
嵐
の
山
」（
嵐
山
）
と
い
う
歌
枕
名

の
一
部
で
も
あ
る
。
定
家
の
歌
は
、
こ
の
俊
成
歌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
俊
成
の
歌
で
も
山
の
麓
の
「
寺
」
の
「
杉
の
庵
」
に
照

る
月
と
い
う
清
浄
な
宗
教
的
空
間
に
光
を
投
げ
か
け
る
月
を
描
い
て
い
る
。
二
首

が
異
な
る
点
は
、
平
田
論
が
「
神
域
の
月
は
神
の
顕
現
と
重
ね
ら
れ
る
」
と
指
摘

す
る
よ
う
に
、
定
家
の
歌
で
は
「
月
」
が
神
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
嵐
」
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
が
、
や
は
り
神
の
影
向
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
、
定
家
の
歌
で
は
簡
単
に
は
人
間
を
寄
せ
付
け
な
い
荒
々
し
さ
、

厳
し
さ
も
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

二
首
目
は
、
海
に
面
し
た
新
宮
の
月
の
景
で
あ
る
。「
天
の
戸
の
あ
く
る
」
は
夜

が
明
け
る
こ
と
。
海
と
空
の
境
界
が
定
か
で
は
な
い
東
方
の
空
に
夜
明
け
が
や
っ

て
き
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
、
西
の
空
に
沈
み
か
か
っ
た
残
月
が
澄
ん
だ

光
を
投
げ
か
け
続
け
て
い
る
。「
天
の
戸
」
が
「
あ
く
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
例

と
し
て
は
、
少
し
後
の
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
院
主
催
『
春
日
社
歌
合
』
で

詠
ま
れ
た
次
の
よ
う
な
良
経
の
歌
が
あ
る
。

　
　

春
日
社
歌
合
に
、
暁
月
の
心
を

天
の
戸
を
お
し
あ
け
が
た
の
雲
間
よ
り
神
代
の
月
の
影
ぞ
残
れ
る

	

（
新
古
今
集・

雑
上・

一
五
四
七
）

「
天
の
戸
」
が
「
あ
く
」
と
い
う
表
現
は
、

天
の
戸
の
さ
も
あ
け
が
た
く
見
え
し
か
な
こ
や
夏
の
夜
の
短
か
か
り
け
る

	

（
古
今
六
帖・

一
三
七
二
）

の
よ
う
に
古
く
か
ら
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
神
話
世
界
と
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
定
家
の
歌
が
上
の
句
で
海
と
空
の
境
界
が
定
か
で
は
な
い
と

詠
ん
で
い
る
こ
と
や
、「
神
代
の
月
」
の
光
が
残
る
と
詠
む
良
経
の
例
を
見
る
と
、
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定
家
の
歌
も
神
話
的
な
世
界
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。

　

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
首
目
の
那
智
の
滝
を
照
ら
す
「
月
」
の
景
で

あ
る
。
こ
こ
で
設
定
さ
れ
た
「
滝
間
月
」
と
い
う
歌
題
自
体
が
他
に
例
が
無
い
。

「
□
間
月
」
と
い
う
歌
題
の
場
合
、
□
に
入
る
の
は
、「
松
」「
竹
」「
杜
」「
林
」
な

ど
の
樹
木
や
、「
雲
」「
霞
」
な
ど
の
天
象
素
材
で
、
現
実
に
地
上
に
降
り
注
ぐ
月

光
を
遮
る
可
能
性
の
あ
る
素
材
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
滝
」
は
そ
れ
ら
と
は

性
格
が
異
な
る
。「
滝
間
月
」
と
い
う
歌
題
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
一
三
世
紀
末

制
作
に
か
か
る
根
津
美
術
館
蔵
の
国
宝
「
那
智
瀧
図
」
の
よ
う
な
構
図
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
図
で
は
、
那
智
の
滝
が
流
れ
落
ち
る
上
方
の
岩
の
嶺
の
間
に
、

大
き
な
月
輪
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
図
に
つ
い
て
、
平
田
論
は
「
霊
地
の
自
然

現
象
自
体
に
神
性
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
図
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
那
智
の
滝
を

詠
む
和
歌
と
の
関
連
に
留
意
を
促
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
西
行
歌
と
、
西
行

歌
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
指
摘
す
る
慈
円
の
歌
を
あ
げ
て
、
絵
の
構
図
と
歌
と
の

間
に
「
信
仰
の
響
き
合
い
」
を
見
て
い
る
。

　
　

月
照
滝

雲
き
ゆ
る
な
ち
の
た
か
ね
に
月
た
け
て
ひ
か
り
を
ぬ
け
る
た
き
の
し
ら
い
と

	

（
山
家
集・

三
八
二
、
西
行
法
師
家
集・

六
八
九
「
月
照
滝
水
」）

や
は
ら
ぐ
る
影
そ
ふ
な
ち
の
月
影
に
よ
る
と
も
み
え
ぬ
滝
の
白
糸

	

（
仙
洞
句
題
五
十
首
「
月
照
滝
水
」・

一
八
二・

慈
円
）

特
に
後
者
の
慈
円
の
歌
は
定
家
詠
と
描
く
景
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
言
葉
の
重
な
り
も

大
き
い
。
慈
円
歌
の
出
典
の
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
は
、
後
鳥
羽
院
主
催
で
、
建

仁
元
年
九
月
に
院
と
良
経
二
人
の
定
数
歌
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
定
家
、

慈
円
な
ど
四
名
が
作
者
に
追
加
さ
れ
て
（
定
家
の
詠
進
は
一
一
月
）、
一
二
月
に
加

点
が
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
九
月
の
定
数
歌
の
開
始
と
一
二
月
の

加
点
の
間
に
、
ち
ょ
う
ど
熊
野
御
幸
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
慈
円
歌
は
平
田
論
が

指
摘
す
る
よ
う
に
西
行
歌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
慈
円
の
五

十
首
追
詠
の
正
確
な
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
直
接
的
に
は
熊
野
御
幸
の
定

家
の
那
智
奉
納
歌
に
刺
激
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
定
家
詠
に
つ
い

て
も
、
西
行
の
詠
歌
か
ら
の
影
響
が
無
視
で
き
な
い
が
、
定
家
の
歌
は
、
宗
教
者

で
は
な
い
都
の
廷
臣
が
実
際
に
聖
地
に
参
詣
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
点
で

イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
や
は
ら
ぐ
る
光
」「
や
は
ら
ぐ
る
影
」
と
い
う
表
現
は
、
本
地
垂
迹
思
想
を
背

景
に
和
光
の
月
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
用
例
は
第
二
節
で
触
れ
た
嘉
応
二
年
の
道
因

勧
進
『
住
吉
社
歌
合
』
に
お
い
て
「
社
頭
月
」
題
や
「
述
懐
」
題
で
詠
ま
れ
た
の

が
早
い
。
平
田
論
は
、
こ
の
歌
合
の
俊
成
判
詞
を
引
き
な
が
ら
「
和
光
の
月
」
を

詠
み
表
す
こ
と
が
「
社
頭
月
」
の
本
意
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
表
現
を
「
那
智
の
滝
」
と
初
め
て
結
び
つ
け
た
の
が
定
家
詠
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
定
家
詠
、
そ
し
て
慈
円
詠
も
、
仏
の
光
が
和
ら
い
で
添
え
ら
れ
た

神
域
の
月
光
が
、
神
聖
な
滝
の
水
に
映
じ
て
光
り
輝
い
て
い
る
さ
ま
を
詠
ん
で
い

る
。

　
「
那
智
の
滝
」
を
初
め
て
歌
っ
た
の
は
道
命
の
、
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な
ち
）
（1
（

の
た
き
に
て

岩
間
よ
り
落
ち
く
る
滝
の
白
糸
も
み
ぎ
は
に
よ
る
は
あ
わ
に
ぞ
あ
り
け
る

	

（
道
命
阿
闍
梨
集・

八
二
）

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
道
命
は
藤
原
道
綱
の
息
で
、
那
智
に
籠
も
っ
た
と
い

う
伝
承
の
あ
る
花
山
院
に
親
近
し
、
晩
年
に
は
天
王
寺
別
当
に
補
せ
ら
れ
た
。
滝

の
「
白
糸
」
が
水
際
に
寄
る
（
糸
を
「
撚
る
」
と
の
掛
詞
）
と
「
泡
」
に
な
っ
て

し
ま
う
と
詠
む
こ
の
歌
は
、
機
知
的
な
面
白
み
に
主
眼
が
あ
り
、
滝
の
神
性
を
強

調
し
た
り
、
神
の
顕
現
と
し
て
の
月
光
を
描
い
て
は
い
な
い
。
一
方
、
定
家
と
同

時
同
題
の
那
智
へ
の
奉
納
歌
と
し
て
は
、
次
の
後
鳥
羽
院
の
歌
が
知
ら
れ
る
）
（1
（

。

　
　

瀧
間
月

吹
ま
よ
ふ
み
山
の
あ
ら
し
空
は
れ
て
月
に
さ
え
た
る
滝
の
音
哉

	

（
後
鳥
羽
院
御
集・

二
〇
〇
五
）

院
の
歌
は
月
光
が
滝
の
音
を
冴
え
冴
え
と
さ
せ
る
こ
と
を
詠
み
、
視
覚
的
表
象
を

聴
覚
的
な
も
の
に
転
換
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
て
、
滝
自
体
は
定
家
や
慈
円
の
歌

の
よ
う
に
視
覚
的
表
象
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
嵐
が
吹
い
て
晴

れ
渡
っ
た
空
に
冴
え
冴
え
と
照
る
月
は
、
や
は
り
神
の
顕
現
と
重
ね
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
建
仁
元
年
の
熊
野
の
月
の
歌
が
、
平
田
論
が
跡
づ
け
た
よ
う
な
神
祇
歌

の
詠
作
史
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
宗
教
的
な
世
界
観
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
最
後
に
挙
げ
た
院
の
歌
で
は
、「
嵐
」
も
神
聖
な
空
間
を
象
る
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
は
そ
の
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

四
、
熊
野
の
神
域
に
吹
く
「
風
」

　

神
祇
に
関
わ
る
「
風
」
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
の
神
の
威
徳
に
よ
っ
て
吹
き
起
こ

る
「
神
風
」
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
前
節
で
触
れ
た
平
田
論
は
、『
と
は
ず
が
た
り
』

か
ら
後
深
草
院
二
条
の
伊
勢
神
宮
参
拝
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
、「
伊
勢
の
神
聖
な

事
物
が
次
次
に
提
示
さ
れ
、
神
風
の
す
ご
き
音
が
訪
れ
て
、
御
裳
濯
河
の
流
れ
の

中
で
、
神
路
山
か
ら
月
が
上
り
、
神
域
全
体
を
照
ら
し
出
す
と
い
う
構
成
を
と
っ

て
い
る
」
と
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
「
御
裳
濯
河
」
を
那
智
の
滝
に
読
み
替
え
、

「
神
路
山
」
を
那
智
の
山
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
前
節
最
後
に
挙

げ
た
後
鳥
羽
院
が
描
く
那
智
の
景
に
な
ろ
う
。「
神
風
」
と
い
う
表
現
は
、
伊
勢
と

強
く
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
、

「
月
」
が
昇
る
前
に
神
域
に
吹
き
起
こ
る
「
嵐
」
は
、
神
の
影
向
や
神
意
と
関
連
す

る
も
の
と
し
て
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
風
は
、
月
の
「
や
は
ら
ぐ

る
光
」
と
は
対
照
的
に
、
し
ば
し
ば
「
す
ご
く
」
吹
く
「
風
」
や
「
嵐
」
な
ど
激

し
い
も
の
と
し
て
形
象
さ
れ
る
）
（1
（

。

　

ま
た
、「
月
」
と
共
に
で
な
く
と
も
、
神
祇
歌
で
は
「
風
」
や
「
嵐
」
は
し
ば
し

ば
詠
ま
れ
、「
社
頭
風
」
に
類
す
る
歌
題
設
定
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
）
（1
（

。
以
下

に
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　

同
（
正
治
二
年
）
十
一
月
十
一
日
新
宮
歌
合
当
座　

社
頭
夕
風

具
親ち
持は
や
ぶ
る
あ
け
の
玉
が
き
神
さ
び
て
榊
葉
ご
と
に
な
び
く
夕
風

	

（
後
鳥
羽
院
御
集・

一
五
〇
二
）



熊
野
の
神
域
を
詠
む
和
歌

六
一

　
　

同
日
（
建
永
二
年
三
月
七
日
）
賀
茂
社
歌
合　

社
頭
夜
風

わ
か
の
う
ら
た
む
く
る
夜
半
の
風
に
み
ん
猶
こ
の
道
に
神
は
な
び
く
や

	

（
同・

一
六
九
五
）

　
　

松
風
、
院
よ
り
春
日
社
に
て
歌
合
の
三
首
内

露
し
ぐ
れ
そ
で
に
も
ら
す
な
み
か
さ
山
く
も
吹
き
は
ら
へ
み
ね
の
松
風

	

（
秋
篠
月
清
集・

一
五
二
〇
）

以
上
の
う
ち
二
番
目
に
挙
げ
た
後
鳥
羽
院
の
歌
は
、「
風
」
に
よ
っ
て
神
意
を
確
か

め
た
い
と
詠
ん
で
い
る
。「
風
」
が
神
意
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
に

示
す
例
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
建
仁
元
年
の
熊
野
御
幸
よ
り
後
の
建
永
二
年
（
一
二

〇
八
）
に
、
上
賀
茂
社
に
奉
納
さ
れ
た
『
賀
茂
別
雷
社
歌
合
』
で
の
詠
歌
で
、
歌

合
証
本
が
残
る
。
そ
ち
ら
に
は
院
以
外
に
も
同
じ
「
社
頭
夜
風
」
題
で
次
の
よ
う

な
「
風
」
や
「
嵐
」
を
詠
む
歌
が
見
え
る
。

賀
茂
山
の
月
の
桂
の
木
間
よ
り
神
さ
び
わ
た
る
み
た
ら
し
の
風

	

（
十
五
番
右・
丹
後
）

見
ず
知
ら
ぬ
そ
の
神
山
の
神
代
ま
で
通
ふ
夢
路
を
と
ふ
嵐
か
な

	

（
十
六
番
左・

有
家
）

丹
後
の
歌
は
、
西
行
が
四
国
へ
修
行
の
旅
に
出
立
す
る
前
に
賀
茂
社
に
参
詣
し
て

詠
ん
だ
歌
）
11
（

（
山
家
集・

一
〇
九
五
）
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
詞
書
に
「
こ

の
ま
の
月
ほ
の
ぼ
の
に
、
つ
ね
よ
り
も
神
さ
び
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
て
」
と
あ
る
の

を
摂
取
し
て
い
る
が
、
西
行
歌
や
そ
の
詞
書
に
「
風
」
は
な
い
。
丹
後
の
歌
は
、

西
行
の
描
く
世
界
に
、
さ
ら
に
「
風
」
を
加
え
て
清
浄
な
神
域
を
描
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
有
家
の
歌
は
、
神
代
ま
で
た
ど
る
夢
路
に
吹
き
訪
れ
る
「
嵐
」
を
詠

む
。
こ
の
「
嵐
」
は
、
や
は
り
神
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

建
仁
元
年
の
熊
野
三
山
奉
納
歌
で
は
、
那
智
に
奉
納
さ
れ
た
「
深
山
風
」
題
が

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
題
の
歌
に
つ
い
て
は
、『
拾
遺
愚
草
』
に
歌
を
収
め
る
定
家
以

外
に
、
後
鳥
羽
院
や
そ
の
他
数
名
の
歌
が
熊
野
懐
紙
か
ら
兼
築
信
行
に
よ
っ
て
集

成
さ
れ
て
い
る
）
1（
（

が
、
神
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
が
明
確
な
定
家
と
院
の
歌
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
い
。

　

ま
ず
、
定
家
の
歌
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　

深
山
風

風
の
を
と
も
た
だ
世
の
常
に
ふ
か
ば
こ
そ
み
山
い
で
て
の
か
た
み
に
も
せ
め

	

（
拾
遺
愚
草・

二
九
一
二
）

風
の
音
が
「
世
の
常
」
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
深
山
を
出
て
も
「
か
た
み
」
に
は

で
き
な
い

0

0

0

0

、
と
歌
う
。
伝
存
す
る
熊
野
懐
紙
で
は
、
初
二
句
が
「
松
風
も
な
べ
て

の
色
に
」
と
な
っ
て
お
り
、
家
集
に
納
め
る
際
に
改
訂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
兼
築
論
は
、
他
の
歌
人
も
同
時
同
題
で
多
く
「
松
風
」
や
「
松

籟
」
を
詠
む
こ
と
か
ら
、
定
家
の
懐
紙
の
歌
は
「
そ
の
日
、
松
籟
が
印
象
的
で
あ
っ

た
と
い
う
即
時
性
が
反
映
し
て
い
る
」
と
推
測
し
、「
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
も
喚
起

す
る
歌
会
詠
進
歌
か
ら
、
技
巧
を
排
し
聴
覚
の
要
素
に
収
斂
す
る
家
集
歌
へ
の
改

訂
は
、
表
現
の
抑
制
、
一
般
化
」
で
あ
る
と
論
じ
る
。
し
か
し
、「
松
籟
」
を
聴
く

体
験
か
ら
時
間
が
経
っ
て
、
視
覚
的
要
素
が
捨
象
さ
れ
て
、「
音
」
の
ほ
う
が
神
意
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を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
印
象
に
残
っ
た
、
あ
る
い
は
「
風
の
音
」
こ
そ
が
神
域

を
詠
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

「
表
現
の
抑
制
、
一
般
化
」
と
い
う
理
解
と
は
少
々
齟
齬
を
き
た
す
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
懐
紙
歌
と
家
集
歌
は
、
那
智
の
神
域
を
吹
く
風
が
「
な
べ
て
」「
世
の

常
」
で
は
な
い
、
と
す
る
点
で
は
意
味
と
し
て
大
き
な
差
は
無
い
が
、
家
集
の
「
世

の
常
」
の
ほ
う
が
、
那
智
と
い
う
神
域
の
特
異
性
を
強
調
す
る
と
い
う
点
で
は
、

む
し
ろ
強
い
表
現
へ
と
改
訂
さ
れ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
後
鳥
羽
院
の
歌
を
掲
出
す
る
。

　
　

深
山
風

又
た
ぐ
ひ
な
ち
の
）
11
（み
山
に
す
む
月
の
き
よ
き
光
に
松
か
ぜ
ぞ
ふ
く

	
（
御
集・

二
〇
〇
四
）

初
二
句
は
、「
ま
た
た
ぐ
ひ
な
（
し
）」
に
「
那
智
の
み
や
ま
」
が
掛
か
っ
て
連
接

す
る
。
院
の
歌
は
、
第
三
節
で
定
家
詠
へ
の
影
響
を
指
摘
し
た
、
次
の
俊
成
歌
か

ら
や
は
り
発
想
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

又
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
の
ふ
も
と
寺
杉
の
い
ほ
り
に
あ
り
あ
け
の
月

	

（
建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
撰
歌
合
「
古
寺
残
月
」・

五
一
）

俊
成
歌
は
「
ま
た
た
ぐ
ひ
あ
ら
じ
」
か
ら
「
嵐
」
に
掛
詞
で
連
接
す
る
と
い
う
点

で
院
の
歌
と
発
想・

表
現
が
類
似
し
、「
松
」
と
「
杉
」
と
い
う
樹
木
名
を
詠
み
込

み
、
山
間
の
宗
教
的
空
間
の
「
月
」
を
詠
む
点
で
も
共
通
す
る
。
兼
築
論
は
、
題

詠
と
い
う
観
点
か
ら
、
院
の
歌
に
つ
い
て
「「
深
山
風
」
題
に
「
月
」
を
詠
む
必
要

は
な
く
」、
こ
の
歌
で
は
「
む
し
ろ
月
の
存
在
が
前
面
に
出
て
」
お
り
、
前
節
で
挙

げ
た
「
滝
間
月
」
題
の
院
の
歌
と
「
相
互
に
想
が
交
錯
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

題
詠
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
指
摘
の
と
お
り
な
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
「
想
が
交

錯
」
し
て
し
ま
う
の
は
、
神
域
の
景
を
詠
む
と
い
う
特
殊
な
要
件
に
拠
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

熊
野
御
幸
の
歌
会
歌
に
つ
い
て
は
、
兼
築
論
に
先
立
っ
て
、
院
に
随
行
し
た
主

に
初
学
の
歌
人
を
取
り
上
げ
て
、「
実
景
を
結
題
の
詠
に
昇
華
さ
せ
る
か
、
都
と
同

様
の
結
題
と
考
え
る
か
」
の
選
択
を
歌
人
た
ち
に
迫
る
、「
題
の
詠
み
方
に
対
す
る

院
の
興
味
に
端
を
発
し
た
〈
試
み
〉
の
ご
と
き
性
格
を
持
っ
て
い
た
」
と
指
摘
す

る
𠮷
野
朋
美
論
が
あ
る
。
そ
う
し
た
題
詠
的
観
点
か
ら
の
分
析
も
も
ち
ろ
ん
有
用

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
定
家
や
後
鳥
羽
院
の
歌
の
あ
り
方
は
、
こ

れ
ら
の
歌
会
歌
が
一
般
的
な
題
詠
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
は
読
み
解
け
な
い
側

面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

五
、
お
わ
り
に

　

熊
野
御
幸
の
歌
会
歌
は
、
定
家
の
場
合
は
特
に
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
追

い
詰
め
ら
れ
た
中
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
最
初
に
触
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て

詠
ま
れ
た
、
本
宮
や
発
心
門
王
子
な
ど
に
奉
納
す
る
歌
会
歌
に
対
す
る
否
定
的
な

評
を
『
御
幸
記
』
に
記
し
て
お
り
、
通
常
の
題
詠
歌
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
自
分

で
納
得
い
か
な
い
歌
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
既
に
述
べ
た
。『
御
幸
記
』
に
は
そ
の

二
カ
所
へ
の
奉
納
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
那
智
や
新
宮
に
奉
納
さ
れ
た
歌
会
歌

も
同
じ
で
、『
御
幸
記
』
に
は
両
日
と
も
に
「
例
の
和
歌
、
を
は
り
て
退
下
す
」



熊
野
の
神
域
を
詠
む
和
歌

六
三

（
一
八
日
、
一
九
日
条
）
と
記
す
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、『
拾
遺
愚
草
』
に
は

本
宮・
新
宮・

那
智
以
下
へ
の
奉
納
歌
一
九
首
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
兼
築
信
行
は
、
道
の
記
で
あ
る
『
御
幸
記
』
と
は
別
に
、
恐
ら
く
歌
会
懐

紙
が
保
存
し
て
あ
り
、
家
集
編
纂
の
際
に
、
他
の
神
祇
歌
と
同
じ
く
歌
を
取
捨
選

択
し
て
、
時
系
列
で
は
無
く
社
格
に
よ
っ
て
配
列
し
直
し
て
収
録
し
た
も
の
と
指

摘
す
る
）
11
（

。
従
う
べ
き
重
要
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
兼
築
は
、
家

集
収
録
の
際
、
懐
紙
歌
か
ら
歌
句
の
表
現
を
改
変
す
る
例
を
取
り
上
げ
て
、「
よ
り

一
般
性
が
高
い
、
穏
当
な
表
現
に
」
直
し
て
い
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
定
家
の
熊

野
御
幸
関
係
歌
に
は
、
勅
撰
集
入
集
歌
が
一
首
も
な
い
」
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
「
歌

詠
の
質
、
後
代
の
評
価
を
端
的
に
物
語
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
も
指
摘

す
る
。
後
代
の
評
価
は
さ
て
お
き
、
兼
築
自
身
が
丁
寧
に
整
理
す
る
よ
う
に
、
定

家
は
家
集
編
纂
の
際
に
、
熊
野
御
幸
関
係
歌
を
『
員
外
』
で
は
な
く
、
正
編
の
『
拾

遺
愚
草
』
に
神
祇
歌
と
し
て
入
れ
、
し
か
も
他
の
神
社
関
係
歌
を
圧
倒
す
る
一
九

首
も
の
数
を
入
れ
て
い
る
。
定
家
自
身
が
「
歌
詠
の
質
」
か
ら
言
え
ば
納
得
し
て

い
な
い
歌
を
そ
の
よ
う
に
扱
う
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
那
智
へ
の
奉
納
歌
の

よ
う
に
、
御
幸
時
の
歌
が
家
集
収
録
時
に
改
訂
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
は
言
え
、

そ
の
方
向
性
は
「
一
般
化
」
で
は
捉
え
き
れ
な
い
こ
と
を
前
節
で
述
べ
た
。
ま
た
、

本
宮
や
新
宮
へ
の
奉
納
歌
が
家
集
編
纂
の
際
に
改
訂
さ
れ
た
か
否
か
は
現
在
は
不

明
だ
が
、
那
智
へ
の
奉
納
歌
で
改
訂
が
施
さ
れ
た
の
は
三
首
の
う
ち
一
首
に
過
ぎ

ず
、
お
お
よ
そ
御
幸
時
の
ま
ま
収
録
さ
れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
熊
野
御
幸
関
係
歌
を
神
へ
の
奉
納
歌
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み

る
と
、
平
田
英
夫
の
指
摘
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
平
田
は
、
神
の
顕
現
を
現
す
神

祇
歌
の
「
月
」
の
詠
歌
史
を
た
ど
っ
て
、
諸
国
の
霊
地
を
巡
っ
た
巡
礼
者
、
中
で

も
「
聖
地
に
足
を
踏
み
入
れ
、
特
殊
な
月
を
見
た
折
の
感
覚
を
歌
に
多
く
残
し
」

た
西
行
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
西
行
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
都
の
宮
廷
歌
人
た
ち
が
、
そ
の
新
し
い
宗
教
歌
の
世
界

を
表
面
的
に
受
け
取
る
だ
け
に
終
わ
ら
せ
な
か
っ
た
の
が
熊
野
御
幸
な
の
だ
ろ
う
。

熊
野
御
幸
は
、
院
だ
け
で
な
く
供
奉
す
る
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、
か
つ
て
は
ご
く

限
ら
れ
た
僧
な
ど
の
巡
礼
者
の
み
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
、
都
か
ら
遙
か
彼
方
の

聖
地
に
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
厳
し
い
修
行
に
近
い
体
験
を
し
な
が
ら
実
際

に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
神
域
に
照
る
「
特
殊
な
月
」
を
眺
め
、
時
に
す
さ
ま
じ
い

「
風
」
に
吹
か
れ
て
、
神
の
存
在
を
感
じ
な
が
ら
詠
歌
す
る
機
会
に
な
っ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
定
家
が
『
拾
遺
愚
草
』
に
多
く
の
熊
野
御
幸
の
歌
を
収
載
す
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
通
常
の
題
詠
歌
と
は
違
う
意
味
を
見
出
し
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

＊	

引
用
し
た
和
歌
は
、
断
ら
な
い
限
り
私
家
集
は
私
家
集
大
成
に
、
そ
れ
以
外
は

新
編
国
歌
大
観
に
拠
り
、
表
記
や
清
濁
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

注

（
１
）
こ
こ
に
挙
げ
た
熊
野
関
係
歌
で
隠
岐
本
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
の
は
、
神
祇
部
に

二
首
並
ん
で
い
た
院
の
熊
野
御
幸
時
の
歌
の
う
ち
の
一
首
（
一
九
〇
八
）
の
み
で
あ



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
四
号

六
四

る
。
院
の
神
祇
信
仰
に
関
わ
る
こ
の
問
題
は
別
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
三
井
記
念
美
術
館・

明
月
記
研
究
会
共
編
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
）

（
３
）
拙
稿
「
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
の
和
歌
覚
書
―
法
楽
和
歌
と
し
て
の
位
置
づ
け
―
」

（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
五
四
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）・

三
）。
な

お
、
こ
の
前
稿
で
は
、「
法
楽
和
歌
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
略
に
「
原
義
は

仏
の
教
え
を
信
受
す
る
喜
び
。
転
じ
て
、
読
経
や
奏
楽
な
ど
に
よ
っ
て
神
仏
を
楽
し

ま
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
和
歌
や
芸
能
な
ど
を
奉
納
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
後
者
の
意
。」

と
だ
け
述
べ
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
理
解
は
法
楽
和
歌
の
研
究
史
に
照
ら
し

て
、
あ
ま
り
に
杜
撰
で
、
近
年
、
発
表
さ
れ
た
深
津
睦
夫
の
論
考
「「
法
楽
和
歌
」

の
成
立
と
展
開
」（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
一
〇
九
、
二
〇
一
六・

一
一
）
も

見
落
と
し
て
お
り
、
不
明
を
恥
じ
る
ほ
か
な
い
。
深
津
論
は
結
論
部
分
で
「
法
楽
和

歌
と
は
、
本
来
、
神
に
仏
法
を
味
わ
い
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
奉
納
す
る
和
歌
の
こ

と
」
で
、「
和
歌
を
も
っ
て
神
へ
の
法
楽
と
し
よ
う
と
し
た
最
初
の
歌
人
は
西
行
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
理
論
付
け
、
神
に
和
歌
を
奉
納
す
る
こ
と
を
明
確
に
「
法
楽
」

で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
慈
円
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
摘
を
踏

ま
え
た
上
で
、
前
稿
に
つ
い
て
は
改
稿
を
目
指
し
た
い
が
、
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず

熊
野
御
幸
の
和
歌
の
具
体
相
に
つ
い
て
の
分
析
を
進
め
た
い
。

（
４
）
引
用
は
『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』
に
拠
る
。
句
読
点
は
私
意
。
以
下
の
同
書
の
引
用

も
同
じ
。
訓
読
文
を
用
い
る
場
合
も
同
書
に
拠
っ
た
。

（
５
）
た
と
え
ば
、「
此
間
心
神
忩
忙
、
更
不
得
風
情
」（
建
仁
元
年
八
月
一
三
日
条
）、

「
沈
思
不
可
得
風
情
」（
元
久
二
年
四
月
二
〇
日
条
）、「
今
度
歌
殊
不
得
風
情
、
定
見

苦
歟
」（
元
久
二
年
五
月
一
二
日
条
）
な
ど
。

（
６
）
前
掲
注
（
２
）『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』
の
［
注
］
参
照
。

（
７
）『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
時
代
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
）、
以
下
、
𠮷
野
論
の
引
用

は
同
書
に
拠
る
。

（
８
）「「
落
葉
切
」
を
め
ぐ
っ
て
―
建
仁
元
年
十
月
十
九
日
那
智
歌
会
歌
の
表
現
―
」

（『
国
文
学
研
究
』
一
五
八
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）・

六
）

（
９
）
前
掲
注
（
８
）

（
10
）「
道
因
勧
進
『
住
吉
社
歌
合
』『
広
田
社
歌
合
』
の
詠
歌
の
性
格
」（『
和
歌
文
学
研

究
』
九
五
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）・

一
二
）

（
11
）
五
味
文
彦
は
、
中
世
と
い
う
時
代
の
文
化
の
特
徴
と
し
て
、「
身
体
か
ら
の
思
考
」

と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。『
文
学
で
読
む
日
本
の
歴
史　

中
世
社
会
篇
』（
山
川

出
版
社
、
二
〇
一
六
）
な
ど
参
照
。

（
12
）
前
掲
注
（
８
）

（
13
）
前
掲
注
（
８
）

（
14
）『
和
歌
的
想
像
力
と
表
現
の
射
程　

西
行
の
作
歌
活
動
』（
新
典
社
、
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
））、
以
下
、
平
田
論
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
。

（
15
）「
藤
原
定
家
の
「
那
智
山
懐
紙
」
を
め
ぐ
っ
て
―
建
仁
元
年
十
月
十
九
日
那
智
歌

会
懐
紙
の
再
検
討
―
」（『
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念
論
文・

随
想
集
』
工
藤
進
思

郎
先
生
退
職
記
念
の
会
、
二
〇
〇
九
）。

（
16
）
私
家
集
大
成
が
底
本
と
す
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
承
空
本
で
は
「
ナ
ハ0

ノ
タ
キ

ニ
テ
」
と
あ
る
が
、
前
後
に
熊
野
参
詣
路
の
景
を
詠
む
歌
が
続
く
こ
と
、
か
つ
「
な

は
の
た
き
」
と
い
う
地
名
が
別
に
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、「
な
ち
の
た
き
」
と

校
訂
し
た
。

（
17
）
引
用
は
、
田
村
柳
壹
「
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
当
座
歌
会
歌
本
文
集
成
」（『
古
典
論

叢
』
二
六
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）・

一
〇
）
に
拠
る
。
歌
番
号
も
同
論
に
拠
っ
て

示
す
。
清
濁
は
私
意
。
以
下
、
建
仁
元
年
の
熊
野
御
幸
の
院
の
歌
を
引
用
す
る
場
合

は
同
じ
。

（
18
）
た
だ
し
、
君
の
御
代
を
言
祝
ぐ
意
識
が
強
い
場
合
は
、「
の
ど
け
き
」「
静
か
」
な

「
風
」
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
19
）
安
井
重
雄
は
前
掲
注
（
10
）
論
文
で
、「
幣
が
風
に
乱
れ
た
り
音
が
冴
え
た
り
す

る
の
は
、
や
は
り
神
意
と
関
連
す
る
」
と
し
て
、
賀
茂
社
社
頭
で
詠
ま
れ
た
『
建
礼

門
院
右
京
大
夫
集
』（
一
一
九
）
な
ど
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
20
）
歌
は
「
か
し
こ
ま
る
し
で
に
な
み
だ
の
か
か
る
か
な
又
い
つ
か
は
と
お
も
ふ
あ
は

れ
に
」。
平
田
論
は
、
こ
の
西
行
歌
に
つ
い
て
「
神
域
の
月
と
の
出
会
い
が
ま
る
で

神
と
の
対
面
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
」
だ
と
評
す
。

（
21
）
前
掲
注
（
８
）

（
22
）「
み
山
」
は
『
後
鳥
羽
院
御
集
』（
第
二
類
本
）
で
、「
み
」
の
一
字
分
が
脱
落
し
、

傍
書
に
「
み
歟
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
い
る
。
前
掲
注
（
８
）
の
兼
築
論
は
、
鎌
倉

期
和
歌
の
表
現
動
向
な
ど
を
検
討
し
て
「
お
山
」
と
校
訂
す
る
。

（
23
）「
熊
野
御
幸
に
お
け
る
定
家
の
和
歌
」（
前
掲
注
（
２
）『
国
宝
熊
野
御
幸
記
』
所

収
）


